
令和７年度 石川県介護・福祉人材に関する実態調査 Q&A

Q.同一敷地内に複数事業所があり、調査票が複数届いている場合、どのように回答したらよいか。

A. 同一敷地内の複数事業所については、回答負担の軽減と統計の実効性確保のため、

 まとめてひとつの調査票で回答いただきたいと考えております。

 以下のポイントに留意してご回答ください。

➢ 調査票が届いた事業所のうち、最も事業収入が多い事業所（サービス）を

「主たる事業所」と考える。

➢ 主たる事業所以外の調査票の１頁目左上に記載してある整理番号を、

主たる事業所の調査票１頁目にある記入欄に記入する。

➢ 主たる事業所の調査票にのみ回答を記入の上返送し、

それ以外の事業所調査票は破棄する。

※ 従業員調査票は破棄せず、同封の依頼文書に記載された

職位の従業員（１名）にお渡しください。

＜調査票1ページ目＞
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主たる事業所以外の
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例）同一敷地内で特別養護老人ホーム、短期入所、通所介護（デイサービス）【計3事業所】 を

運営しており、各事業所毎に調査票（計３枚）が届いた場合
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※今年度の調査はサンプル調査のため、同一敷地内で複数の介護サービス事業所を運営していても
 調査票が届く事業所と届かない事業所がございます。その場合、調査票が届いた事業所分のみご回答ください。

※今年度の調査は介護サービスのみを対象としているため、障害福祉及び児童福祉サービス事業所への
 調査票は届きません。
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